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去
る
五
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の

両
日
、
神
社
本
庁
大
講
堂
に
お
い
て

平
成
二
十
三
年
度
春
の
定
例
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
・
二
十
六
日
午
前
十
時
、

議
席
一
番
よ
り
一
六
八
番
ま
で
の
評

議
員
指
定
の
席
に
着
き
、
相
対
し
、

左
側
に
統
理
以
下
総
長
、
副
総
長
、

常
務
理
事
が
、
右
側
に
理
事
及
び
監

事
が
着
席
し
開
会
、
冒
頭
挨
拶
に
立

た
れ
た
久
邇
統
理
は
、
第
六
十
二
回

神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
事
が
順
調
に
執

り
進
め
ら
れ
、
募
財
活
動
も
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
洵
に
喜

ば
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
神
社
の
被
災
も

含
め
た
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
た
上
で
「
今
回
の
会
議

で
は
、
震
災
の
復
興
支
援
を
含
む
対

応
策
が
多
数
上
程
さ
れ
る
、
評
議
員

会
の
使
命
を
充
分
に
御
理
解
い
た
だ

き
、
斯
界
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
据

え
、
慎
重
か
つ
熱
意
あ
る
審
議
を
尽

く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
考
え
を
述
べ

ら
れ
た
。

議
長
・
副
議
長
登
壇
議
事
に
入
り

議
案
審
議
に
先
立
ち
田
中
総
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
平
成
二
十
三
年
度
の
庁

務
方
針
の
概
略
を
説
明
、
ま
た
「
平

成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
大

綱
」
を
示
し
、
東
日
本
大
震
災
に
関

わ
る
復
興
対
策
を
最
重
点
と
し
た
こ

と
を
述
べ
た
。
議
事
に
入
り
一
般
会

計
予
算
案
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
の
震
災
対
策
議
案
を
審
議

し
た
。
質
疑
後
議
案
一
号
よ
り
十
二

号
の
う
ち
九
議
案
は
さ
ら
な
る
慎
重

審
議
を
図
る
た
め
、
予
算
審
議
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
を
附
託
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

二
日
目
・
二
十
七
日
午
前
九
時
三

十
分
再
会

前
日
の
本
会
議
延
会
後
に
開
催
さ

れ
た
議
案
審
査
特
別
委
員
会
と
予
算

審
議
特
別
委
員
会
で
の
審
査
・
審
議

内
容
に
つ
い
て
両
委
員
会
の
委
員
長

が
報
告
し
た
。
議
案
審
査
特
別
委
員

会
委
員
長
は
提
出
さ
れ
た
五
件
の
議

案
に
つ
い
て
四
件
の
本
会
議
上
程
と

一
件
の
本
庁
当
局
送
付
を
決
定
し
た

こ
と
を
報
告
、
四
件
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
（
神
社
新
報
参
照
）

続
い
て
予
算
審
議
特
別
委
員
会
に
附

託
さ
れ
た
九
件
の
議
案
が
委
員
長
よ

り
報
告
、
経
過
説
明
が
あ
り
、
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
の
ほ
か
、
東

 

敬
神
生
活
の
綱
領 

 
　
神
道
は
天
地
悠
久
の
大
道
で

あ
っ
て
、
崇
高
な
る
精
神
を
培

ひ
、
太
平
を
開
く
の
基
で
あ
る
。 

　
神
慮
を
畏
み
祖
訓
を
つ
ぎ
、

い
よ
い
よ
道
の
精
華
を
発
揮
し
、

人
類
の
福
祉
を
増
進
す
る
は
、

使
命
を
達
成
す
る
所
以
で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
こ
の
綱
領
を
か
か
げ

て
向
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、

実
践
に
つ
と
め
て
以
て
大
道
を

宣
揚
す
る
こ
と
を
期
す
る
。 

 

一
、
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩

と
に
感
謝
し
、
明
き
清

き
ま
こ
と
を
以
て
祭
祀

に
い
そ
し
む
こ
と 

 

一
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

奉
仕
し
、
神
の
み
こ
と

も
ち
と
し
て
世
を
つ
く

り
固
め
成
す
こ
と 

 

一
、
大
御
心
を
い
た
だ
き
て

む
つ
び
和
ら
ぎ
、
国
の

隆
昌
と
世
界
の
共
存
共

栄
と
を
祈
る
こ
と 

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
九
五
〇
万
円
を
越
え
る
神
社
義
捐
金

を
、
支
部
を
通
し
て
県
内
神
社
関
係
者
各
位
よ
り
頂
戴
し
、
神
社
本

庁
に
送
金
致
し
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
被
災
神
社
の
実
情
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
尚
一
層
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
分
の
御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
神
社
義
捐
金
の
御
礼小

佐
野
　
正
　
史

本
庁
評
議
員

神
社
本
庁

春
の
定
例
評
議
員
会
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神
社
本
庁
設
立
六
十
五
周
年
記
念

大
会
が
、
五
月
二
十
五
日
東
京
都
渋

谷
Ｃ
・
Ｃ
・
レ
モ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
本
県
か
ら
は
神
社
庁
手
配
の

バ
ス
に
よ
り
、
四
十
名
が
参
列
し
た
。

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
第
一
部
と

し
て
明
治
以
降
物
故
神
職
総
代
慰
霊

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
二
千
人
以
上
収

容
で
き
る
と
い
う
ホ
ー
ル
に
も
係
わ

ら
ず
、
全
く
力
み
の
な
い
「
祓
詞
」

や
、
斎
主
を
務
め
ら
れ
た
内
海
東
京

都
神
社
庁
祭
式
講
師
の
「
祭
詞
」
な

ど
、
粛
々
と
進
め
ら
れ
た
慰
霊
祭
は

厳
か
で
、
特
に
小
野
雅
楽
会
会
員
が

奏
さ
れ
た
、
詠
歌
で
の
参
進
退
下
招

昇
魂
の
際
の
和
琴
　
極
力
音
を
抑
え

る
よ
う
注
意
を
払
い
打
ち
出
さ
れ
た

太
鼓
の
音
、
そ
し
て
三
管
三
鼓
の
合

奏
に
は
、
大
変
感
銘
を
覚
え
た
。

第
二
部
の
式
典
は
、
小
串
副
総
長

の
先
導
で
池
田
厚
子
総
裁
が
入
場
、

続
い
て
田
中
総
長
の
先
導
で
常
陸

宮
・
同
妃
両
殿
下
が
入
場
さ
れ
、
中

央
の
お
席
に
お
着
き
に
な
ら
れ
、
寺

井
常
務
理
事
の
辞
に
よ
り
開
式
し
た
。

久
邇
統
理
の
先
導
に
よ
り
神
宮
遙

拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領

唱
和
に
続
き
、
池
田
総
裁
が
式
辞
で
、

神
社
の
祭
り
が
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
の
平
安
に

寄
与
す
る
よ
う
、
ま
た
本
日
表
彰
を

受
け
る
方
々
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
表
彰
委
員
会
委
員
長
の
田

中
総
長
よ
り
、
定
例
表
彰
に
加
え
勤

続
五
十
年
以
上
の
神
職
や
、
教
化
ま

た
は
神
社
の
興
隆
に
功
労
の
あ
る
神

職
・
役
員
・
総
代
な
ど
を
設
立
六
十

五
周
年
記
念
と
し
て
表
彰
す
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、
久
邇
統
理
か
ら
矢
田

部
宮
司
に
鳩
杖
と
功
績
状
と
頸
飾
章

長
老
証
書
な
ど
を
、
つ
い
で
被
表
彰

者
を
代
表
し
、
奥
野
誠
亮
氏
、
緒
方
基

一
氏
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
た
。

次
に
常
陸
宮
殿
下
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
と
神
社
が
一
日
も
早
く
復
興

し
、
盛
大
に
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
、

人
々
に
活
力
を
与
え
る
よ
う
、
神
社

が
地
域
の
中
心
と
な
り
国
民
に
大
き

な
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
よ
う
願
っ
て

金

子

寿

元

金
山
神
社
　
宮
司

本
庁
六
十
五
周
年
記
念
大
会
報
告

日
本
大
震
災
を
受
け
て
の
震
災
対
策

議
案
等
々
神
社
復
興
の
た
め
の
諸
施

策
が
上
程
さ
れ
た
。

◎
神
社
復
興
支
援
基
金
を
設
け
て
被

災
神
社
に
支
援
金
を
交
付
す
る
◎
災

害
等
対
策
資
金
貸
付
規
程
を
一
部
変

更
し
て
長
期
無
利
息
の
融
資
制
度
を

拡
充
す
る
◎
被
災
神
社
の
被
害
状
況

を
考
慮
し
て
各
県
（
各
神
社
）
の
本

庁
へ
の
負
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
特

例
を
設
け
る
（
負
担
金
賦
課
制
度
等

財
政
調
査
委
員
会
の
設
置
）
な
ど
が

決
ま
っ
た
。

そ
の
後
久
邇
統
理
が
発
言
を
求
め

辞
意
を
表
明
。「
第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
や
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
な
か
、
清
新
の
気
を
吹
き
込
み
、

活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
良
い
機

会
と
し
退
任
し
た
い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

辞
意
を
受
け
て
の
統
理
選
挙
で
は

前
神
宮
大
宮
司
の
北
白
川
道
久
氏
が

全
会
一
致
で
当
選
、
あ
い
さ
つ
に
立

た
れ
た
北
白
川
氏
は
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
に
お
見
舞
い
を
述
べ
、

「
久
邇
統
理
様
の
後
任
と
な
る
こ
と

に
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
。

微
力
な
が
ら
全
国
神
社
の
興
隆
と
斯

界
の
発
展
の
た
め
、
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

後
に
自
由
討
論
で
は
、
種
子
田
氏

（
鹿
児
島
）
が
、「
神
宮
大
麻
頒
布
に

つ
い
て
」
と
題
し
意
見
を
発
表
。
今

年
度
の
大
麻
の
減
体
し
た
こ
と
や
、

震
災
の
影
響
で
東
北
で
の
頒
布
数
減

少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
、
神

宮
大
麻
頒
布
百
四
十
周
年
を
目
前
に

控
へ
、
改
め
て
斯
界
を
挙
げ
た
取
り

組
み
が
必
要
な
こ
と
を
訴
え
た
。

評
議
員
会
終
了
後
、
神
社
本
庁
幣
を

頒
つ
班
幣
式
が
あ
り
、
そ
の
後
庁
長
会

が
行
わ
れ
全
日
程
を
終
了
し
た
。



い
ま
す
。
と
の
御
言
葉
を
賜
っ
た
。

こ
の
後
来
賓
を
代
表
し
、
鷹
司
神

宮
大
宮
司
、
岡
村
全
国
神
社
総
代
会

会
長
、
安
倍
晋
三
元
内
閣
総
理
大
臣

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
安
倍
元
総
理
大

臣
の
常
陸
宮
・
同
妃
両
殿
下
、
池
田

総
裁
に
対
す
る
礼
は
、
心
の
内
に
あ

る
神
へ
の
尊
崇
の
念
が
滲
み
出
て
形

と
な
っ
て
表
れ
た
が
如
く
美
し
く
、

「
天
皇
陛
下
は
何
代
目
の
天
皇
か
」

と
の
問
い
に
「
存
じ
ま
せ
ん
」
と
答

え
た
歴
史
や
伝
統
に
全
く
関
心
の
な

い
某
党
の
輩
と
は
、
資
質
が
根
本
的

に
違
う
事
を
感
じ
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
矢
田
部
宮
司
が

被
表
彰
者
を
代
表
し
、
謝
辞
を
述
べ
、

次
い
で
寺
井
常
務
理
事
が
、
神
社
本

庁
は
設
立
以
来
六
十
五
年
、
神
社
の

興
隆
と
我
が
国
の
道
統
護
持
に
尽
く

し
て
き
た
。

折
し
も
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

と
い
う
未
曾
有
の
事
態
に
、
我
々
神

社
関
係
者
は
祈
り
の
心
を
一
つ
に

し
、
被
災
地
の
復
興
と
祭
祀
の
伝
統

の
継
承
に
努
め
て
ゆ
く
。
一
方
、
第

六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
重
儀
が

麗
し
く
斎
行
さ
れ
、
未
来
永
劫
御
遷

宮
の
心
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願

う
と
共
に
、
斯
道
復
興
に
向
け
更
な

る
力
を
尽
く
す
旨
の
宣
言
案
を
朗
読

し
、
満
場
一
意
で
採
択
さ
れ
た
。

最
後
に
、
綿
貫
長
老
の
先
導
に
よ

っ
て
聖
寿
万
歳
を
奉
唱
。
吉
田
常
務

理
事
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
、
閉
式
と

な
っ
た
。
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全
国
神
社
総
代
会
の
平
成
二
十
三

年
定
例
代
議
員
会
が
五
月
二
十
四
日

貂
午
後
一
時
よ
り
神
社
本
庁
大
講
堂

で
全
国
か
ら
代
議
員
百
九
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。（
本
県
か
ら
宮

川
睦
武
会
長
・
羽
中
田
進
庁
長
・
千

野
が
出
席
）

開
会
に
先
だ
っ
て
、
修
祓
・
神
殿

拝
礼
・
国
歌
斉
唱
・
敬
神
生
活
の
綱

領
唱
和
の
開
会
儀
礼
に
続
き
総
代
会

関
係
物
故
者
に
対
し
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、
会
長
挨
拶
で

は
岡
村
正
会
長
（
代
読
・
荒
巻
禎
一

副
会
長
）
が
、
東
日
本
大
震
災
に
あ

た
り
、
天
皇
陛
下
か
ら
国
民
に
賜
っ

た
大
御
心
に
対
し
国
民
一
丸
と
な
っ

て
復
興
活
動
を
推
進
し
、
物
心
両
面

に
亘
る
支
援
の
要
請
、
ま
た
伊
勢
神

宮
の
式
年
遷
宮
の
意
義
啓
発
と
我
が

国
の
発
展
に
向
け
て
の
総
代
各
位
の

理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

続
い
て
神
社
本
庁
統
理
挨
拶
（
代

読
、
田
中
恆
清
総
長
）
で
は
、
未
曾

有
の
震
災
に
逢
い
、
こ
の
時
に
こ
そ

先
人
の
気
慨
に
思
い
を
致
し
、
健
全

な
国
家
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
ら
れ
た
。

議
事
で
は
平
成
二
十
二
年
会
務
報

告
、
平
成
二
十
一
年
度
歳
入
歳
出
決

算
の
説
明
が
あ
り
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
あ
っ
て
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
事
業
計
画
案
は
全

国
総
代
会
小
串
和
夫
事
務
局
長
か
ら

提
案
・
承
認
さ
れ
た
。

内
容
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
に
は
、
畏
く
も
天

皇
陛
下
よ
り
国
民
に
対
し
て
賜
っ
た

お
こ
と
ば
を
拝
し
、
全
国
四
十
万
余

の
神
社
役
員
・
総
代
は
一
日
も
早
い

被
害
地
の
復
興
に
向
け
て
支
援
す
る

と
と
も
に
、
人
々
の
精
神
的
紐
帯
で

あ
る
神
社
の
振
興
を
図
り
、
我
が
国

全
体
の
隆
盛
に
寄
与
す
る
。
更
に
関

係
諸
団
体
と
も
協
力
し
つ
ゝ
実
践
目

標
の
完
全
実
施
を
展
開
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。

具
体
的
実
践
目
標
と
し
て

「
皇
室
敬
慕
の
念
を
喚
起
し
、
尊
厳

護
持
の
た
め
の
啓
発
活
動
」「
神
宮

式
年
遷
宮
の
意
義
啓
発
と
神
宮
大
麻

頒
布
推
進
」「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
斯
界
全
体
で
取
組
み
、
神

社
の
伝
統
継
承
」「
祭
祀
の
振
興
と

鎮
守
の
森
の
保
護
育
成
」「
国
旗
・

国
歌
及
び
祝
日
の
意
義
啓
発
」「
適

正
な
神
社
運
営
を
図
り
、
神
社
の
奉

護
」
等
々
に
努
め
る
主
旨
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

事
業
計
画
審
議
の
際
に
東
北
の
代

議
員
か
ら
今
回
の
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
各
県
に
対
し
て
、
全
国
か
ら

の
支
援
の
謝
意
と
今
後
の
復
興
活
動

に
対
す
る
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
六
月
二
十
二
日
か
ら
北

海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
る
第
四
十

七
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会
に
つ
い

て
、
地
元
代
表
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
の
宮
川
事
務
局

長
か
ら
、
同
会
の
活
動
と
理
解
と
協

力
を
求
め
た
。

以
上
で
平
成
二
十
三
年
全
国
神
社

総
代
会
定
例
代
議
員
会
は
無
事
閉
会

と
な
っ
た
。

千

野

利

雄

山
梨
県
神
社
総
代
会
　
副
会
長

全
国
神
社
総
代
会
定
例
代
議
員
会
報
告

L
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L
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十
三
年
度
活
動
方
針
と
し
て
大
震
災

の
苦
難
中
、
民
族
の
美
質
を
発
揮
し
、

山
積
す
る
国
難
を
乗
越
え
再
生
に
向

う
。
事
業
計
画
と
し
て
、
緊
急
時
へ

の
対
策
、
国
家
主
権
を
巡
る
諸
問
題

へ
の
対
策
、
皇
室
の
尊
厳
護
持
、
自

主
憲
法
制
定
、
教
育
の
正
常
化
、
靖

国
神
社
国
家
護
持
、
政
教
関
係
訴
訟

対
策
、
神
社
の
護
持
継
承
対
策
、
国

旗
掲
揚
・
国
歌
斉
唱
の
推
進
。
二
十

三
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
を

議
決
し
、
散
会
と
な
っ
た
。
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六
月
七
日
十
六
時
、
神
社
本
庁
二

階
大
講
堂
に
於
い
て
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
、
年
度
別
会
員
数
並

び
に
会
費
納
入
現
況
、
二
十
二
年
度

協
賛
金
納
入
現
況
、
そ
の
他
に
つ
い

て
本
部
長
・
事
務
局
長
連
絡
会
が
行
わ

れ
た
。

十
七
時
三
十
分
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
移
り
、
神
政
連
国
会
議

員
懇
談
会
総
会
並
び
に
神
政
連
都
道

府
県
本
部
役
員
と
の
合
同
懇
談
会
が

城
内
国
会
議
員
司
会
に
よ
り
開
催
さ

れ
、
安
倍
神
政
連
国
会
議
員
懇
談
会

会
長
・
長
曽
我
部
神
政
連
会
長
挨

拶
、
稲
田
国
会
議
員
よ
り
活
動
報
告
、

ま
た
、
島
根
県
の
議
員
「
竹
島
領
有

権
問
題
」、
宮
城
県
の
議
員
「
大
部

分
が
台
湾
か
ら
で
あ
る
の
に
、
中
国

の
義
援
金
と
し
た
国
の
姿
勢
は
理
解

で
き
な
い
」、
福
島
県
の
議
員
「
神

社
と
一
般
の
瓦
礫
は
峻
別
が
望
ま
し

い
。」
三
氏
の
意
見
に
対
し
、
安
倍

会
長
が
答
弁
、
二
十
時
懇
親
会
を
閉

じ
た
。

翌
八
日
十
時
、
本
庁
二
階
大
講
堂

に
於
い
て
中
央
委
員
会
が
行
わ
れ

た
。
開
会
儀
礼
に
続
き
、
安
倍
会
長

が
「
保
守
本
流
の
政
治
に
立
ち
返
え

る
日
を
、
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ

て
い
る
多
数
の
人
々
の
い
る
こ
と
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
教
科
書
の

正
常
化
に
も
神
政
連
の
お
力
添
え
を

も
お
願
い
し
た
い
」。
田
中
神
社
本

庁
総
長
「
為
政
者
は
、
全
力
を
傾
注

し
て
災
害
復
興
に
当
っ
て
欲
し
い
」。

大
島
自
民
党
副
総
裁
「
自
分
の
地
位

の
確
保
の
み
の
政
治
を
止
め
さ
せ
、

美
し
い
国
の
復
活
を
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
稲
田
国
会
議
員
懇
談

会
事
務
局
長
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら

の
脱
却
、
国
を
守
ろ
う
と
い
う
意
志

の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
で
な
け
れ
ば
国
は

守
れ
な
い
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
は
祝

辞
の
後
退
席
。
次
に
、
活
動
実
績
顕

著
な
者
に
表
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

議
事
に
先
だ
ち
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
と
、
過
日
急
逝
さ
れ
た
山
梨

県
本
部
外
川
幹
事
長
の
御
霊
に
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。
議
長
着
席
、
静
岡

の
二
橋
氏
、
福
岡
の
真
木
氏
を
議
事

録
署
名
人
に
指
名
。
二
十
二
年
度
事

業
報
告
、
二
十
一
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
二
十
一
年
度
特
別
会

計
収
支
計
算
書
以
上
三
案
承
認
、
二

佐
々
木
　
幸
　
永

山
梨
県
神
政
連
　
本
部
長

神
政
連
中
央
委
員
会
報
告

第
四
十
七
回
全
国
神
社
総
代
会
大

会
が
本
年
は
、
北
海
道
旭
川
市
に
於

て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
大
会
に
出
席

で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
機
上
の
人
と

な
る
。
蝦
夷
地
旭
川
空
港
に
六
月
二

十
一
日
十
二
時
五
十
分
一
歩
を
踏

む
。
旭
川
は
戦
時
中
軍
港
と
し
て
発

展
し
て
来
た
広
大
な
市
で
あ
る
。
山

梨
と
は
一
寸
違
っ
た
風
に
戸
惑
う
。

当
地
ド
リ
ー
ム
観
光
バ
ス
に
て
層
雲

峡
温
泉
に
向
う
。
汚
れ
と
疲
れ
を
払

う
一
泊
。
翌
二
十
二
日
上
川
神
社
に

向
う
。
開
拓
の
先
人
達
が
、
旭
川
の

鎮
守
、
開
拓
の
守
護
と
し
て
義
経
台

と
呼
ば
れ
る
、
現
在
の
旭
川
駅
附
近

の
高
台
に
、
天
照
皇
大
御
神
を
お
祀

り
す
る
。
そ
の
後
鉄
道
等
の
発
展
に

伴
い
、
明
治
三
十
一
年
宮
下
通
り
に

遷
し
、
そ
の
後
御
祭
神
に
大
己
貴
大

神
、
少
彦
名
大
神
を
祀
り
大
正
十
三

年
神
々
が
鎮
ま
る
適
地
と
し
て
上
川

離
宮
建
設
決
定
地
の
、
神
楽
岡
に
神

社
を
お
遷
し
す
る
。
昭
和
天
皇
陛
下

が
旭
川
行
幸
の
際
侍
従
を
つ
か
わ
さ

れ
御
幣
帛
を
御
拝
賜
さ
れ
ま
し
た
由

緒
あ
る
上
川
神
社
に
、
正
式
参
拝
す

る
。（
神
社
庁
発
行
、
し
お
り
、
参
考
）

一
同
襟
を
正
す
。
境
内
は
蒼
蒼
た
る

御
神
林
荘
厳
な
る
社
殿
、
千
木
鰹
木

の
黄
金
色
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
打

つ
柏
手
も
大
雪
連
山
に
達
し
た
か
の

如
く
心
に
響
く
。

「
最
北
の

雪
解
け
水
に

身
を
白シ

ラ

め

上
川
の
社
　
襟
正

キ
ン
セ
イ

に
拝
す
。」

百
余
年
　
歳
の
重
み
ぞ
　
参
道
に

変
わ
ら
ぬ
風
や
　
玉
砂
利
の
声

飯

野

七

朗

笠
屋
神
社
　
総
代
長

峡
中
支
部
神
社
総
代
会
第
四
支
会
長

全
国
総
代
会
旭
川
大
会
報
告
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十
二
時
三
十
分
、
本
番
の
総
代
会

式
典
会
場
に
着
く
。
式
典
は
旭
川
市

民
文
化
会
館
の
大
舞
台
で
行
わ
れ

る
。
来
る
人
、
集
ま
る
人
の
目
の
輝

き
に
日
本
神
道
文
化
の
伝
統
と
尊
厳

を
実
感
す
る
。
同
時
に
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
、
本
殿
拝
殿
の
全
半
壊
二

百
二
十
八
社
あ
る
と
聞
く
、
氏
子
崇

敬
者
に
思
い
を
寄
せ
、
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
ら
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

清
興
に
民
謡
を
堪
能
し
、
記
念
講

演
で
旭
山
動
物
園
園
長
坂
東
元
先
生

の
「
伝
え
よ
う
命
の
尊
さ
。」
に
耳

を
傾
け
式
典
に
入
る
。
伊
藤
幸
四
郎

先
生
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
儀
礼

後
総
代
会
長
代
理
と
し
て
理
事
の
荒

巻
敬
一
先
生
の
式
辞
に
神
社
関
係
者

の
奉
仕
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す

る
。
神
社
功
労
者
の
表
彰
と
続
き
、

来
賓
の
祝
辞
に
先
ず
は
北
白
川
道
久

神
社
本
庁
統
理
、
鷹
司
尚
武
神
宮
大

宮
司
代
理
高
城
治
延
少
宮
司
、
長
曽

我
部
延
昭
神
道
政
治
連
盟
会
長
、
高

橋
は
る
み
北
海
道
知
事
代
理
久
保
田

等
先
生
の
祝
辞
を
頂
戴
す
る
。
表
彰

者
一
同
六
十
七
名
恐
縮
の
一
言
で
あ

っ
た
と
思
う
。

今
將
に
敬
神
生
活
の
綱
領
三
ヶ
条

が
脳
理
に
蘇
る
。
厳
か
な
る
式
典
の

一
刻
で
あ
っ
た
。
か
ね
が
ね
山
梨
県

神
社
庁
庁
長
羽
中
田
先
生
の
持
論
で

あ
る
日
本
人
の
日
常
の
生
活
は
敬
神

崇
祖
か
ら
始
ま
る
と
の
一
節
が
思
い

だ
さ
れ
る
。
晴
の
表
彰
者
の
謝
辞
の

後
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
及

び
大
会
宣
言
、
次
期
開
催
地
栃
木
県

と
報
告
承
認
さ
れ
、
大
会
の
幕
は
降

り
た
の
で
あ
り
、
帰
路
札
幌
よ
り
機

上
の
人
に
な
る
。

山
峡
の
　
社
は
社
な
り
　
神
は
神

諸モ
ロ

々
の
人
の
　
糧か

て

の
心
ぞ

山
梨
に
て
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ま
ん
が
古
事
記
（
第
一
話
）

「
全
国
神
社
保
育
団
体
連
合
会
」
提
供

一
五
四
号
よ
り
、
ま
ん
が
古
事
記
を
連
載
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
、
神
話
の
世
界
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

あ
ら
す
じ

い
た
ず
ら
好ず

き

な
須す

さ

佐の
を

之の

男
命

み

こ

と

は
、

高
天
原

た
か
ま
の
は
ら

で
い
た
ず

ら
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
い
た
ず
ら
が

あ
ま
り
に
も
激は

げ

し

い
の
で
、
日
頃

　
ひ
ご
ろ
　

心
こ
こ
ろ

の
や
さ
し
い
天
照

あ
ま
て
ら
す

大
御
神

お
お

み

か
み

さ
ま
も
、

さ
す
が
に
お
怒い

か

り

に
な
ら
れ
、
天
岩

あ
ま
の
い
わ

戸と

に
隠か

く

れ
て
し
ま

わ
れ
ま
し
た
。

た
ち
ま
ち
こ
の

世よ

の
な
か
は
、
ま

っ
暗
闇

く
ら
や
み

と
な
り
大だ

い

混
乱

こ
ん
ら
ん

で
す
。
そ
こ

で
思
兼
神

お
も
い
か
ね
の
か
み

と
い
う

賢か
し
こ

い
神か

み

さ
ま
が
八や

百
万
神
々

お
よ
ろ
ず
の
か
み
が
み

を
集あ

つ

め
、

天
照

あ
ま
て
ら
す

大
御
神

お
お

み

か
み

さ
ま

を
天
岩

あ
ま
の
い
わ

戸と

か
ら
お

だ
し
す
る
一
計け

い

を

案あ
ん

じ
る
の
で
し
た
。
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（
一
五
五
号
　
第
二
話
へ
続
く
）
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七
月
四
、
五
日
に
掛
け
て
、
恒
例

に
よ
る
研
修
が
、
羽
中
田
庁
長
、
根

津
副
庁
長
も
出
席
さ
れ
、
石
和
石
風

で
実
施
さ
れ
た
。
教
化
委
員
会
の
年

間
重
要
事
業
で
あ
る
次
世
代
を
担
う

子
供
を
対
象
に
し
た
、
緑
陰
子
供
会
、

親
子
参
宮
団
等
、
又
、
神
社
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
つ
い

て
の
会
議
後
、
今
回
の
メ
イ
ン
で
あ

る
講
演
が
、
神
社
本
庁
教
化
部
長
、

小
間
澤
肇
先
生
を
招
聘
し
て
行
わ
れ

た
。
神
社
界
で
は
年
度
切
り
替
え
が

七
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ご

就
任
早
々
に
お
話
を
頂
く
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
ず
、
国
難
と
も
云
う
べ
き
東
日

本
大
震
災
に
つ
い
て
、
参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子
氏
等
に
同
行
し
、
宮
城
、

福
島
県
を
視
察
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
報

道
で
、
た
だ
な
ら
ぬ
状
況
は
覚
悟
し

て
い
た
が
、
現
地
に
入
っ
て
想
像
を

絶
す
る
悲
惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
被
災
後
、
間
も
無
く
の
現

地
入
り
で
あ
っ
た
が
、
被
災
地
の
首

長
さ
ん
は
行
方
不
明
者
、
瓦
礫
が
散

乱
し
道
路
が
無
い
状
況
の
中
で
、
復

興
へ
の
思
い
を
語
り
、
未
だ
一
歩
も

踏
み
出
せ
な
い
胸
の
内
を
明
か
し

た
。
家
族
、
財
産
、
生
活
の
術
を
失
っ

た
避
難
所
生
活
の
人
等
が
、
厳
し
い
、

不
自
由
の
生
活
の
中
で
、規
律
正
し
く
、

我
慢
強
く
、
助
け
合
い
、
他
人
を
想

い
や
る
姿
は
、
今
後
、
神
社
教
化
活

動
を
奨
め
る
上
で
重
要
な
切
り
口
に

な
る
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
婚
外
子
国
籍
問
題
へ
、

北
海
道
砂
川
市
有
地
内
神
社
を
め
ぐ

る
政
教
関
係
訴
訟
、

國
神
社
の
霊

霊
簿
か
ら
の
氏
名
抹
消
訴
訟
、
山
口

県
殉
職
自
衛
隊
員
護
国
神
社
合
祀
取

り
下
げ
訴
訟
等
、
解
説
さ
れ
、
考
え

を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
訴
訟
事
件
、
又
、
今
日

の
社
会
風
潮
を
通
し
て
指
摘
出
来
る

こ
と
は
、
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
、

個
の
自
由
が
強
調
さ
れ
過
ぎ
、
対
立

的
な
思
考
等
、
国
や
公
の
事
が
蔑
ろ

に
な
っ
て
い
る
。
社
会
が
共
同
体
と

し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。
神
社
神
道
を
押

し
進
め
る
上
で
、
宗
教
法
人
と
し
て

の
側
面
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず
、
神
社

に
は
文
化
的
、
経
済
的
、
観
光
等
の

面
が
あ
り
、
巾
広
い
、
い
ろ
い
ろ
の
側

面
を
捕
え
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
結
ば
れ
、
講
演
を
終
え
ら
れ
た
。

六
月
十
三
・
十
四
日
東
郷
記
念

館
・
箱
根
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回

全
国
神
職
保
護
司
会
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

今
年
は
花
巻
で
実
施
の
予
定
で
あ

っ
た
が
東
日
本
大
震
災
の
た
め
急
遽

東
京
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
昨
年

は
宮
崎
県
で
、
車
窓
か
ら
高
千
穂
峰

を
望
み
襟
を
正
し
た
こ
と
な
ど
思
い

な
が
ら
東
京
に
向
か
っ
た
。

東
郷
記
念
館
で
は
十
二
時
十
分
か

ら
法
務
省
保
護
局
観
察
課
処
遇
企
画

宮
幸
島
聡
先
生
の
「
対
象
者
と
向
き

合
い
、
地
域
社
会
と
語
り
合
う
」
と

題
す
る
講
演
が
あ
り
、
地
域
社
会
に

立
脚
し
た
更
生
保
護
の
創
造
へ
向
け

て
の
話
を
さ
れ
た
。

総
会
は
二
時
三
十
分
か
ら
で
、
式

辞
の
中
で
松
橋
暉
男
会
長
か
ら
、
今

年
の
テ
ー
マ
を
、
直
面
す
る
災
い
か

ら
夢
を
も
っ
て
立
ち
直
ろ
う
と
い
う

意
味
を
込
め
て
「
夢
」
と
す
る
旨
の

お
話
が
あ
り
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も

災
害
に
つ
い
て
「
日
本
人
の
高
い
絆
、

助
け
合
う
日
本
人
の
心
の
す
ば
ら
し

さ
が
外
国
人
の
心
を
う
っ
た
と
思

う
」
な
ど
の
お
話
が
あ
っ
た
。

二
十
三
年
度
事
業
計
画
に
つ
づ
い

て
予
算
が
承
認
さ
れ
、
次
回
総
会
開

催
地
に
復
興
な
っ
た
東
北
へ
と
、
岩

手
県
花
巻
に
決
ま
り
閉
会
と
な
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
岩
手
県
宮
古
市
の

花
坂
宮
司
さ
ん
か
ら
大
津
波
の
様
子

を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
が
紹
介
さ
れ

た
。
津
波
の
驚
異
に
た
だ
た
だ
驚
か

さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
湯
河
原

山
翠
楼
に
移
り
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
整

理
し
、
提
出
。

十
四
日
は
車
内
研
修
、
意
見
交
換

を
し
、
箱
根
神
社
で
正
式
参
拝
し
、

宮
司
講
話
（
一
時
間
）
を
拝
聴
し
た
。

富
士
屋
ホ
テ
ル
菊
華
荘
で
食
事
と
閉

校
式
を
行
い
解
散
し
た
。

天

野

　

武

教
化
委
員
会
　
広
報
部
長

県
神
社
庁
教
化
委
員
会
宿
泊
研
修
に
つ
い
て

内

藤

佑

介

山
梨
県
神
職
保
護
司
会
　
副
会
長

全
国
神
職
保
護
司
会
総
会
に
参
加
し
て
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去
る
五
月
十
八
日
、
牧
丘
の
「
夢

遊
園
」
に
お
い
て
「
日
常
生
活
に
生

か
せ
る
暦
の
見
方
」
と
題
し
て
神
明

神
社
禰
宜
・
小
林
百
合
子
先
生
に
講

師
を
お
願
い
し
、
参
加
者
九
名
に
よ

る
一
日
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
新
緑
の

木
々
に
囲
ま
れ
静
寂
の
中
に
時
折
小

鳥
の
さ
え
ず
り
が
聴
こ
え
、
書
院
造

り
の
窓
か
ら
の
庭
園
は
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
集
中
し
た
研

修
が
で
き
ま
し
た
。

常
日
頃
神
明
奉
仕
を
し
て
い
る
と

参
拝
者
た
ち
か
ら
多
様
な
質
問
が
あ

り
、
特
に
易
学
に
関
す
る
事
柄
が
多

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
数
年
前
に
も

神
明
奉
仕
に
役
立
つ
よ
う
に
と
易
学

の
研
修
を
し
、
続
け
て
研
修
を
と
言

っ
た
声
も
あ
り
、
な
か
な
か
機
会
に

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

研
修
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
暦
を
見
な
が
ら
生

ま
れ
年
に
よ
る
九
星
の
見
方
、
九
星

が
分
か
る
と
相
性
相
剋
、
相
互
の
相

性
の
見
方
、
占
い
方
が
分
か
る
と
年

盤
、
月
盤
の
見
方
、
皆
で
手
の
節
を

順
番
に
追
い
か
け
賑
や
か
に
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。
今
度
は
、
山
梨
近
郊

の
地
図
を
広
げ
て
吉
方
の
方
位
取

り
、
自
分
の
家
か
ら
の
吉
方
を
見
出

す
の
に
又
々
、
賑
や
か
に
、
時
が
過

ぎ
た
る
も
忘
れ
充
実
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

一
日
の
研
修
で
は
ほ
ん
の
さ
わ
り

で
あ
り
到
底
知
り
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
己
研
鑚
し
な
が
ら

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
共
山
梨
県
神
道
雅
楽
会
は
神
職
の

素
養
と
し
て
雅
楽
を
拾
得
す
べ
く
研
鑚

し
て
い
る
。

稽
古
は
毎
月
二
回
神
社
庁
に
て
行

な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
一
回
の
稽
古

は
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
元
首
席
楽
長

上
明
彦
先
生
に
御
指
導
を
戴
い
て
い

る
。
雅
楽
指
導
は
元
よ
り
宮
中
の
儀

式
饗
宴
、
皇
室
行
事
な
ど
の
解
説
を

戴
け
る
事
は
望
外
な
喜
び
で
も
あ
る
。

こ
の
稽
古
の
他
、
当
会
で
は
神
社

庁
恒
例
祭
を
始
め
武
田
神
社
な
ど
県

内
神
社
よ
り
奉
仕
依
頼
を
受
け
祭
典

楽
奉
仕
を
行
な
っ
て
い
る
。

又
、
近
年
神
前
結
婚
式
が
増
加
傾

向
に
あ
り
神
社
や
ホ
テ
ル
等
の
施
設

で
の
挙
式
雅
楽
や
人
生
儀
礼
の
中
で

最
も
重
儀
で
あ
る
神
葬
祭
で
の
雅
楽

奉
仕
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
武
田
の
杜
音
楽
祭
や
こ

と
ぶ
き
勧
学
院
、
教
化
委
員
会
主
催

の
緑
陰
子
供
会
、
山
梨
県
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
等
各
種
団
体
か
ら
の

演
奏
依
頼

に
も
応
え

て
い
る
。

そ
し
て

数
年
来
の

活
動
の
柱

と
な
っ
て

い
る
の
が

雅
楽
教
室

の
開
催
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
千
数
百
年
連
綿
と
受
け

継
れ
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
歴
史

的
に
も
価
値
あ
る
雅
楽
を
伝
え
る
と

共
に
神
道
教
化
の
場
と
捉
え
活
動
し

て
い
る
。
県
内
各
地
の
小
中
学
校
、

養
護
学
校
、
地
域
こ
ど
も
会
等
で
実

施
、
次
代
を
担
う
子
供
達
や
教
員
、

保
護
者
に
雅
楽
解
説
、
演
奏
、
体
験

実
技
指
導
を
行
い
好
評
を
得
た
こ
と

は
会
員
の
自
信
に
も
な
っ
て
い
る
。

又
、
今
年
で
三
回
目
と
な
る
雅
楽

研
修
会
は
講
師
に
龍
笛
、
上
先
生
、

篳
篥
、
渡
邊
五
郎
先
生
、
笙
、
池
辺

光
彦
先
生
（
宮
内
庁
楽
師
）
を
迎
え

て
管
別
研
修
を
中
心
に
技
術
の
向
上

を
計
っ
て
い
る
。

今
後
も
尚
一
層
の
研
鑚
を
重
ね
雅

楽
を
通
し
て
学
校
、
地
域
社
会
に
活
動

を
展
開
し
て
行
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮

下

富

枝

山
梨
県
女
子
神
職
会
　
会
長

一
日
研
修
を
終
え
て

雅
楽
会
活
動
報
告

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y

秋

山

忠

也

山
梨
県
神
道
雅
楽
会
　
会
長
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神
道
青
年
会
は
、「
神
道
青
年
全

国
協
議
会
」（
以
下
「
神
青
協
」）
と

い
う
全
国
規
模
の
組
織
が
存
在
し
、

各
都
道
府
県
に
は
そ
れ
ぞ
れ
単
位
会

が
設
置
さ
れ
様
々
な
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
首
都
圏

に
位
置
す
る
東
京
都
・
神
奈
川
県
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
・
茨
城
県
・
群
馬

県
・
栃
木
県
・
山
梨
県
の
八
単
位
会

に
よ
り
「
神
青
協
一
都
七
県
協
議
会
」

（
以
下
「
一
七
協
」）
を
構
成
し
、
諸

事
業
諸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

七
協
は
神
道
青
年
会
創
立
間
も
な
い

頃
よ
り
様
々
な
名
称
・
形
態
に
よ
り

連
携
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
七

年
、
当
会
小
佐
野
正
史
会
長
時
に
富

士
吉
田
市
に
於
い
て
結
成
、
現
在
の

組
織
と
な
り
ま
し
た
。
爾
来
標
記
の

通
り
総
会
も
十
七
回
を
迎
え
る
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
神
青
協
一
都
七
県

協
議
会
総
会
は
八
単
位
会
が

持
ち
回
り
で
主
管
を
担
当
し

て
お
り
、
今
回
は
山
梨
県
の

当
番
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

今
回
の
総
会
は
便
宜
上
当

会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
一
年

以
上
も
前
か
ら
諸
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
具
体
的

準
備
は
「
例
年
通
り
開
催
す

る
か
否
か
？
」
と
い
う
議
論

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
準
備

会
議
も
回
数
を
重
ね
ま
し
た

が
、「
計
画
停
電
」
の
時
期
で

も
あ
り
、
停
電
が
無
い
場
所

を
選
ん
で
の
準
備
会
議
の
開

催
に
は
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
中
が
自
粛
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
る
中
、
開
催

案
内
や
進
行
次
第
を
作
成
す

る
際
も
不
謹
慎
に
な
ら
ぬ
よ

う
言
葉
を
選
ん
で
書
類
を
作

成
し
た
り
と
、
苦
労
の
連
続

で
し
た
。

さ
て
、
右
の
経
過
に
よ
り

標
記
の
総
会
が
平
成
二
十
三

年
六
月
六
日
、
富
士
吉
田
市

内
「
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
＆
ス
パ
」
に
於
い
て

ご
来
賓
、
一
七
協
会
員
総
勢
百
二
十

五
名
の
参
加
を
以
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

開
会
儀
礼
に
始
ま
り
、
昨
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
本
年
度
事
業
計
画
・

予
算
等
総
会
も
遅
滞
な
く
進
め
ら

れ
、
講
演
会
に
於
い
て
は
「
東
日
本

大
震
災
に
見
る
教
訓
」
と
題
し
、
前

衆
議
院
議
員
赤
池
誠
章
先
生
よ
り
ご

講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
講
演
会
終
了

後
は
「
会
食
の
会
」
を
催
し
、
参
加

者
の
懇
親
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

特
殊
な
時
期
の
開
催
と
い
う
こ
と

で
本
当
に
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、

お
忙
し
い
中
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
ご

来
賓
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
会
員
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
て
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

田

邉

將

之

山
梨
県
神
道
青
年
会
　
会
長

第
十
七
回

神
青
協
一
都
七
県
協
議
会
総
会
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七
月
十
六
日
早
朝
、
当
会
員
副
会

長
を
筆
頭
に
六
名
で
新
幹
線
に
乗
り

京
都
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
午
前
十
時
に
京
都
に
降
り

立
ち
、
ま
ず
は
京
都
の
暑
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
祇
園
祭
の
宵
山
で
も

あ
る
こ
の
日
、
祇
園
界
隈
は
数
多
く

の
観
光
客
に
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
ホ
テ
ル
に
立
ち
寄
り
荷
物

を
置
き
、
半
被
を
片
手
に
八
坂
神
社

を
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
八
坂
神
社

の
煌
び
や
か
な
神
社
の
配
色
に
新
鮮

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
会
員
も
北

口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
鎮
火
大
祭
で

神
輿
を
担
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

三
基
の
す
ば
ら
し
い
神
輿
に
目
が
釘

付
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
河
原
町
で
長
刀
鉾
を
始

め
い
く
つ
か
の
山
鉾
を
見
学
し
、
京

都
大
会
式
典
会
場
に
、
地
下
鉄
で
つ

か
の
間
の
涼
を
感
じ
な
が
ら
向
か
い

ま
し
た
。
さ
す
が
は
国
際
会
議
場
、

す
ば
ら
し
い
施
設
と
地
元
京
都
の
氏

青
ス
タ
ッ
フ
の
多
さ
に
ま
た
驚
き
ま

し
た
。

総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
定
期
大
会
で
は
雅
楽
と
舞
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
実
に

す
ば
ら
し
い
式
典
で
し
た
。
式
典
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

翌
日
は
、
山
鉾
巡
行
で
す
。
四
条

河
原
町
交
差
点
は
す
で
に
灼
熱
の

中
、
数
多
く
の
観
光
客
が
場
所
取
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
は
人
気

ス
ポ
ッ
ト
、
人
並
み
に
押
さ
れ
引
廻

し
地
点
交
差
点
を
あ
き
ら
め
か
ろ
う

じ
て
見
え
る
場
所
に
落
ち
着
き
ま
し

た
。
巡
行
が
始
ま
り
引
き
回
し
が
行

わ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
沸
き
、
少
し

離
れ
た
場
所
で
も
そ
の
臨
場
感
を
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
時
間
の
関
係
上
、
神

輿
渡
御
を
拝
見
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
一
泊
二
日
の
短
い
旅

の
中
、
数
々
の
驚
き
と
感
動
を
肌
で

感
じ
る
最
高
の
旅
が
出
来
ま
し
た
。

京
都
を
護
る
皆
様
と
文
化
に
感
謝
を

致
し
ま
す
。

去
る
平
成
二
十
三
年
六
月
十
九
日

に
稲
積
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
『
平

成
二
十
三
年
度
山
梨
県
氏
子
青
年
協

議
会
総
会
』
が
、
山
梨
県
神
社
庁
長

を
始
め
五
名
の
来
賓
の
方
々
の
出
席

を
戴
く
中
で
、
当
会
構
成
単
位
会
で

あ
る
「
山
梨
縣
護
國
神
社
崇
敬
青
年

会
」「
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
氏

子
青
年
会
」「
稲
積
神
社
崇
敬
青
年

会
」
の
青
年
会
員
多
数
参
加
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
会

務
・
会
計
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
案
・
予
算
案
の
承
認
、
役
員
委

嘱
の
承
認
、
会
則
変
更
の
承
認
等
、
慎

重
審
議
滞
り
な
く
納
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
各
単
位
会
の
交
流
を

深
め
る
為
の
懇
親
の
席
を
設
け
て
、

来
賓
の
方
々
を
含
め
会
員
一
同
で
、

氏
子
青
年
会
と
し
て
の
意
義
や
あ
り

方
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

今
後
は
当
会
所
属
三
単
位
会
が
更

に
結
束
を
深
め
、
役
員
並
び
会
員
一

丸
と
な
っ
て
斯
道
興
隆
に
向
け
励
精

致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
神

職
・
総
代
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
結
び
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

伊

藤

　

清

（
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
氏
子
青
年
会
）

全
国
氏
子
青
年
協
議
会
京
都
大
会
報
告

鶴

田

勇

雄

山
梨
県
氏
子
青
年
協
議
会
　
会
長

山
梨
県
氏
子
青
年
協
議
会

山
梨
県
氏
子
青
年
協
議
会
総
会
報
告

y
y

y
y

y
y

y
y

y
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六
月
九
日
、
宮
城
県
護
国
神
社
・

塩
釜
神
社
の
正
式
参
拝
の
研
修
旅
行

に
参
加
し
た
。
仙
台
方
面
へ
出
か
け

る
こ
と
に
よ
り
土
地
の
産
物
を
買
え

ば
い
く
ら
か
の
現
地
支
援
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。

一
日
目
、
ま
ず
青
葉
神
社
に
参
拝
。

太
い
柱
の
石
の
鳥
居
が
倒
れ
て
い
る

の
を
見
た
。

次
に
宮
城
県
護
国
神
社
に
正
式
参

拝
。
田
中
宮
司
よ
り
神
社
の
歴
史
等

講
話
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
震
災
の

被
害
が
あ
っ
た
。
高
台
か
ら
仙
台
市

内
を
眺
め
る
と
、
ガ
レ
キ
に
覆
わ
れ

た
海
岸
線
が
は
て
し
な
く
続
い
て
い

て
胸
が
痛
む
思
い
が
し
た
。

仙
台
藩
祖
伊
達
正
宗
公
霊
屋
も
大
き

な
石
灯
篭
が
い
く
つ
も
倒
れ
て
い
た
。

宿
泊
し
た
秋
保
温
泉
は
、
観
光
客

は
殆
ん
ど
皆
無
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

警
察
関
係
の
人
々
、
作
業
員
ら
が
早

朝
よ
り
出
入
り
し
て
い
た
。

塩
釜
神
社
で
正
式
参
拝
、
稚
児
の

舞
い
な
ど
も
見
せ
て
い
た
だ
く
。
明

日
、
祭
り
が
あ
る
と
か
で
忙
し
そ
う

だ
っ
た
。

松
島
を
経
て
塩
釜
港
で
海
産
物
を

買
い
、
土
地
の
人
々
と
も
交
流
し
、

帰
途
に
つ
い
た
。

一
、
被
災
地
復
興
祈
願
祭
の
斎
行

去
る
五
月
七
日
、
支
部
定
期
総
会

開
催
の
当
日
、
総
会
に
先
立
ち
午
後

二
時
よ
り
、
甲
斐
国
一
之
宮
浅
間
神

社
の
参
集
殿
に
お
い
て
、
同
神
社
の

古
屋
真
弘
禰
宜
が
斎
主
、
植
松
真
芳

権
禰
宜
が
祭
員
を
奉
仕
さ
れ
、
山
梨

県
神
社
庁
よ
り
根
津
泰
昇
副
庁
長

と
、
同
顧
問
古
屋
真
孝
浅
間
神
社
宮

司
の
ご
臨
席
の
も
と
、
東
八
代
支
部

の
神
職
、
並
に
氏
子
総
代
会
役
員
、

七
十
五
名
の
出
席
を
頂
き
前さ

き

に
尽
大

な
未
曽
有
災
害
を
も
た
ら
し
た
、
東

日
本
大
震
災
、
関
連
す
る
原
発
事
故

等
の
災
害
に
対
し
早
期
に
終
息
さ
れ

る
事
と
、
災
禍
に
苛
な
ま
れ
て
い
る

被
災
地
の
一
時
も
早
い
復
興
を
主
願

に
支
部
と
し
て
の
復
興
祈
願
祭
を
斎

行
致
し
ま
し
た
。
又
こ
の
郷
土
が

神
々
の
守
護
を
仰
ぎ
、
日
々
平
穏
に

過
せ
る
事
に
改
め
て
感
謝
し
、
恒
久

平
和
の
祈
り
を
も
捧
げ
な
が
ら
、
厳

粛
な
祈
願
祭
を
滞
り
な
く
斎
行
申
し

上
げ
ま
し
た
。

二
、
支
部
定
期
総
会
の
開
催

被
災
地
復
興
祈
願
祭
終
了
後
の
午

後
二
時
四
十
分
、
同
会
場
で
支
部
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は

支
部
の
神
職
、
並
に
氏
子
総
代
会
と

の
合
同
で
開
き
ま
し
た
。

会
議
次
第
に
よ
り
田
村
弘
正
副
支

部
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
続
い
て
志

村
重
治
支
部
長
、
小
林
弘
樹
支
部
総

代
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
被
災
地

へ
の
義
捐
金
、
県
神
社
会
館
の
完
成
、

式
年
遷
宮
奉
賛
活
動
、
領
土
問
題
署

名
運
動
、
等
々
へ
の
お
礼
と
支
部
活

動
へ
の
協
力
依
頼
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
来
賓
祝
辞
を
県
神
社
庁
根
津
泰

昇
副
庁
長
、
同
古
屋
真
孝
顧
問
よ
り

賜
わ
り
ま
し
た
。
協
議
に
入
り
議
長

に
は
御
坂
地
区
総
代
長
堀
内
文
蔵
氏

が
選
出
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
第

一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
か
ら
は
支
部
に
対
す

る
建
設
的
な
意
見
も
出
さ
れ
、
全
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
を
終
え
平
成
二
十
二
年
度
功

労
者
十
名
に
表
彰
状
、
四
名
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
新
任
堀
内
文
蔵
総

代
会
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
午

後
四
時
散
会
し
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り 
支
部
だ
よ
り 

甲
府
支
部

山
梨
県
神
社
庁
甲
府
支
部
の

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

輿
　
石
　
恵
美
子

東
八
代
支
部

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

斎
行
と
支
部
定
期
総
会
の
開
催

東
八
代
支
部
長

志
　
村
　
重
　
治

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

青葉神社の倒れた石鳥居

塩釜神社正式参拝
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表
紙
の
写
真
は
富
士
河
口
湖
町
本

栖
鎮
座
山
神
社
の
例
祭
に
お
け
る
御

輿
渡
御
、『
公
家
行
列
』
中
の
『
奴

振
』、
取
組
と
呼
ば
れ
る
場
面
で
あ

り
、
今
社
殿
を
出
発
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

五
月
十
七
日
朝
、『
ア
レ
サ
ー
テ

ー
サ
ー
』『
イ
ヤ
サ
ー
テ
ー
サ
ー
』

『
ア
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
』
氏
子
の
掛
け
声

が
響
く
中
列
を
整
え
神
前
に
参
進
。

例
祭
、
御
輿
へ
の
神
霊
の
奉
遷
の
後

御
輿
の
渡
御
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
に
身
を
固
め
た

氏
子
衆
は
拝
殿
前
に
隊
列
を
整
え
、

先
導
神
職
、
満
燈
（
花
飾
満
燈
）
を

先
頭
に
参
道
か
ら
氏
子
区
域
へ
と
神

輿
の
前
を
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら
進

ん
で
行
く
。
こ
の
行
列
の
特
徴
で
も

あ
り
、
見
物
で
も
あ
る
の
が
毛
槍
奴

の
槍
渡
し
で
あ
る
。
掛
け
声
を
掛
け

合
い
、
踊
り
な
が
ら
交
互
に
槍
を
相

手
に
渡
す
、
ま
た
時
に
は
投
げ
渡
し

て
い
く
。

こ
の
行
列
は
四
百
年
ほ
ど
前
こ
の

地
を
治
め
甲
駿
国
境
警
備
に
あ
た
っ

て
い
た
渡
辺
囚
獄
佑
が
国
境
警
備
に

当
た
る
若
者
た
ち
の
士
気
を
高
め
る

た
め
行
っ
た
の
が
初
め
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
る
。
ま
た
一
説
に
は
武
田
信

玄
公
正
室
三
条
夫
人
が
京
よ
り
駿
河

を
経
由
し
、
こ
の
地
を
通
り
甲
府
へ

と
向
か
っ
た
が
、
そ
の
警
護
と
ま
た

行
列
を
模
し
た
た
め
『
公
家
行
列
』

と
言
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

写
真
後
方
に
見
え
る
拝
殿
は
文
化

三
年
に
建
築
さ
れ
、
こ
の
拝
殿
内
に

あ
る
本
殿
は
宝
暦
五
年
に
再
建
、
天

明
二
年
に
彩
色
修
復
が
な
さ
れ
た
、

一
間
社
入
母
屋
造
り
檜
皮
葺
で
、
ま

た
本
殿
脇
に
あ
る
宝
筐
印
塔
は
鎌
倉

時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
初
期
の
頃
の

も
の
と
言
わ
れ
、
町
の
有
形
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
御
社
殿
後
方
に
聳
え

る
夫
婦
杉
は
樹
高
四
十
五
メ
ー

ト
ル
と
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、
目

通
り
幹
囲
五
、
二
メ
ー
ト
ル
と

五
メ
ー
ト
ル
、
推
定
樹
齢
三
百

年
以
上
と
い
う
立
派
な
も
の
で

あ
る
。

（
撮
影
　
中
谷
基
夫
巳
氏
提
供
）

去
る
五
月
三
十
日
に
、
杉
山
林
繼

庁
長
を
始
め
と
す
る
千
葉
県
神
社
庁

の
役
職
員
十
五
名
が
、
庁
舎
視
察
の

た
め
来
庁
し
た
。

千
葉
県
神
社
庁
で
は
新
し
い
庁
舎

建
設
の
計
画
が
あ
り
、
昨
年
新
築
し

た
ば
か
り
の
山
梨
県
の
庁
舎
を
視
察

す
る
た
め
の
来
庁
で
あ
っ
た
。
羽
中

田
庁
長
が
概
要
を
説
明
し
た
後
に
、

各
部
屋
を
順
番
に
案
内
し
詳
細
な
説

明
を
行
っ
た
。

電
気
や
空
調
等
の
使
い
勝
手
を
始

め
、
床
構
造
や
配
線
方
式
に
至
る
ま

で
詳
細
な
質
問
が
あ
っ
た
が
、
や
は

り
ど
こ
の
神
社
庁
で
も
一
番
の
悩
み

は
、
膨
大
な
書
類
を
収
納
す
る
ス
ペ

ー
ス
を
い
か
に
効
率
よ
く
確
保
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
書
庫
や
倉

庫
を
始
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
下
の
書
棚
や

廊
下
壁
面
の
冊
子
棚
等
の
ス
ペ
ー
ス

の
使
い
方
を
熱
心
に
見
て
い
か
れ
た
。

千
葉
県
神
社
庁

庁
舎
視
察
に
来
訪

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
奉

賛
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
三

年
六
月
末
日
ま
で
の
山
梨
県
の
募
金

金
額
で
す
が
、
目
標
額
の
五
十
七
％

の
達
成
率
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
厳

し
い
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
と
も
今
年
度
中
の
目
標
額
達
成

に
向
け
て
今
後
も
募
金
活
動
を
お
取

り
進
め
戴
き
ま
す
よ
う
、
甚
だ
御
面

倒
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遷
宮
募
財
現
況
報
告

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y

表
紙
写
真
説
明
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第154号山　梨　県　神　社　庁　報平成23年７月20日

　鎮守の森に子供達を招いて、ゲームや紙芝居・雅楽
の演奏などを通して神社や神様に対する理解や親しみ
をより深めてもらうために行っている恒例の緑陰子供
会を、今年も下記の日程で開催致します。 

記 
１、日時　平成23年７月31日豸 
２、場所　佐久神社（志村重治宮司） 
　　　　　甲府市下向山町892 
３、内容　神社参拝　ゲーム　紙芝居　 
　　　　　火鑚り実演  行灯作り  雅楽鑑賞 
４、参加対象者　小学生 
 
主催　山梨県神社庁 
主管　山梨県神社庁教化委員会 
　　　山梨県神道青年会 
協賛　佐久神社氏子総代会、山梨県神社庁　　　
　　　東八代支部、山梨県神道雅楽会 

「緑陰子供会」  

　神社関係者の親睦を深め、併せて青少年の健全
育成を図る目的を以って囲碁大会を開催致します。 
１、日時　平成23年８月18日貅　午前９時～ 
２、会場　山梨県神社庁 
３、参加資格 
　　　一 般 の 部　神職・総代・氏子崇敬者 
　　　青少年の部　小中学生（各部門10名程度） 
４、参加費　　一般の部　1,000円 
５、申込期日　８月５日貊まで 
６、申込先　　山梨県神社庁 
※問い合わせ先　高野　英夫　0553－44－2150 
　　　　　　　　小佐野文夫　080－5410－2303 
主催　山梨県神社庁 
主管　山梨県教育関係神職協議会 
後援　山梨県神社総代会 
　　　山梨日日新聞社・山梨放送 

「第11回神社関係者囲碁大会」 

　県神社総代会（宮川睦武会長）では恒例となりまし
た大会を下記の日程、要項で開催致します。本大会は、
県内総代が一堂に会して、総代としての意識の高揚、
情報の交換を通して、神社界の更なる発展を図ろうと
するものです。お忙しいこととは存じますが、会場に
足を運ばれまして、懇親を深める一日して頂きますよ
うお願いし、ご案内申し上げます。 

記 
１、日時  平成23年９月６日貂 午後１時30分 
２、場所  コラニー文化ホール 
　　　   （山梨県立県民文化ホール） 
　　　　  大ホール 
３、内容  第一部  式典　 第二部　清興 

「山梨県神社総代会大会」 

「新穀感謝祭」  

「親子参宮団」  

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

　我が国の御親神、心のふるさとと仰ぐ「お伊勢様」。 
その限りない御神恩に感謝の真心を捧げ、「瑞穂
の国」と称えられた我が国柄への思いを新たにす
る新穀感謝祭を今年も以下の通り実施致します。 
　ご近所の方、ご友人などお誘いの上御参加下さい。 

記 
１、平成23年11月16日貉～17日貅 
２、 神宮では御垣内にて特別参拝、
　神楽殿での御神楽の奉奏が執り行
　われ、「干支の飾り皿」が参拝記念
　として撤下されます。 
３、 宿泊ホテル、行程、参加費は 
　支部によって異なります、支部 
　役員・神社宮司にお尋ね下さい。 

「山梨県神社関係者大会」 

　平成二十三年度神社関係者大会を下記の日程、要項
で開催致します。混迷する時局に鑑み神職総代相共に
神社神道の昂揚に邁進し、以て地域の平安・活性化と
国の隆昌に寄与致したいと存じます。今大会は神社庁
設立六十五周年の記念大会となりますので、何卒万障
御差繰り御参会下さいますよう御案内申し上げます。 

記 
１、日時　平成23年10月24日豺　午後１時30分 
２、場所　コラニー文化ホール 
　　　　（山梨県立県民文化ホール）小ホール 
３、内容　第一部  物故者慰霊祭・第二部　式典 

　山梨県神社庁では、親子で伊勢の神宮にお参りする
参宮旅行を教化委員会が中心となって以下の通り実施
致します。御垣内特別参拝、夜間特別参拝、リニア鉄
道館（平成23年３月オープン）の見学など親子参宮団
ならではの一泊二日の旅行です。普段なかなかふれ合
う機会の少ない親子・ご家族で伊勢の神宮にお参りし
ましょう。 

記 
１、日時　平成23年８月18日貅・19日貊（一泊二日） 
２、行程 
（一日目）富士吉田、甲府発～外宮参拝～内宮参拝・
神楽奉奏～おかげ横丁散策～旅館着（夜間参拝）、
（二日目）リニア鉄道館見学～海産物ショッピング～ 
富士吉田、甲府着 
３、参加費  大人  18,000円　 
　　　　　  子供  16,000円　 
　　　　　　　  （中学生以下） 
４、お申し込み　 
　７月31日締切ですので、お早
めに神社庁・支部役員・神社宮司
にお問い合せ下さい。 


